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研究成果の概要（和文）：生物多様性の価値を環境政策に反映することが政策課題となっているが、生物多様性
に対する関心は人によって大きく異なるため、生物多様性の価値評価は容易ではない。本研究では、対話や討論
をもとに環境の価値を評価する「熟議型貨幣評価」に着目し、熟議の中で他者の意見を参考にしながら生物多様
性の価値が次第に形成されるプロセスを明らかにすることで、生物多様性の価値を環境政策に反映する方法を開
発した。

研究成果の概要（英文）：It is important for the conservation polity to implement the value of 
biodiversity. However, non-market valuation of biodiversity might be difficult due to the 
heterogeneity of individual preferences. This research focuses on the deliberative valuation which 
estimates the value of the environmental resources using the dialogue and discussion on the 
valuation targets. We analyzed the process of the value formation for the biodiversity conservation 
in discussion to others and considered the application of our proposed valuation methods to the 
environmental policy.

研究分野：環境経済学
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１．研究開始当初の背景 
2010年 10月に生物多様性条約第 10回締
約国会議(COP10)で採択された「愛知目標」
では、目標２において、遅くとも 2020 年ま
でに生物多様性の価値を政策に反映するこ
とが求められている。また、「生態系と生物
多様性の経済学(TEEB)」は、生物多様性の
保全には多額のコストが必要であり、保全を
実現するためには、現在は認識されていない
生態系サービスの価値を適切に金銭単位で
評価することが必要であることを示した。 
このように生物多様性の価値を環境政策
に反映することが政策課題となっているが、
生物多様性に対する関心は人によって大き
く異なるため、生物多様性の価値評価は容易
ではない。従来の環境評価では、人々がすで
に環境に対する価値を形成していることを
前提とした上で環境保全に対する支払意思
額を人々にたずねて価値を評価している。し
かし、生物多様性の場合は、そもそも生物多
様性という概念自体を知らない人も多く、生
物多様性に対して明確に価値観が形成され
ているとは言いがたい状況にある。したがっ
て、生物多様性の価値を評価するためには、
従来の手法とは異なる新たな評価手法を開
発することが不可欠である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、対話や討論をもとに環境
の価値を評価する「熟議型貨幣評価」に着目
し、熟議の中で他者の意見を参考にしながら
生物多様性の価値が次第に形成されるプロ
セスを明らかにすることで、生物多様性の価
値を環境政策に反映する方法を示すことで
ある 
 政治学では、協議や討議によって社会的意
思決定を行う「熟議民主主義」の研究が行わ
れている。「熟議」とは単に議論するだけで
はなく、他者の意見を踏まえて自分自身の意
見を見直すことを前提としている。環境経済
学でも、海外では熟議を環境評価に取り入れ
る必要性が指摘されているが、研究事例は世
界的に見ても少なく、熟議が価値の形成のど
のような影響をもたらすかは不明である。そ
こで、熟議民主主義の概念を環境評価に取り
入れることで、生物多様性の価値が形成され
るプロセスを明らかにし、環境政策に生物多
様性の価値を反映するという本研究の構想
に至った次第である。 
 
３．研究の方法 
本研究では、生物多様性の価値評価におけ
る熟議の役割を分析するために、奄美群島お
よび知床国立公園を対象に実証研究を行う。
現地調査により生物多様性保全の現状と課
題を明らかにするとともに、熟議型貨幣評価
の理論モデルを構築する。熟議型貨幣評価で
は、熟議の前後で選択実験を行い、熟議によ
って生物多様性の価値がどのように変化す
るかを定量的に計測する。そして、熟議の評

価結果をもとに大規模なWeb調査を実施する
ことで、熟議型貨幣評価と、熟議を用いない
従来の環境評価を統合し、生物多様性の保全
策を評価する新たな手法を開発する。この新
たな評価手法を用いて実証研究を行い，今後
の生物多様性保全政策に向けた具体的な提
言を行う。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は以下の５つで構成される。 
 
（１）対象地の現地調査 
熟議型貨幣評価の実証研究を行うため、奄美
群島（外来種対策）と知床国立公園（ヒグマ
対策）を対象地として設定し、熟議型貨幣評
価に必要な基礎データを収集した。 
 
（２）熟議型貨幣評価の理論モデル構築 
 従来の経済モデルでは、人々がすでに対象
への価値評価を形成していることを前提と
しており、それがまだ形成されていない生物
多様性には適用できない。そこで、熟議によ
って他者の意見を参考に自分の意見を見直
すプロセスを考慮した経済モデルを構築し、
熟議が人々の意思決定に及ぼす影響を理論
的に分析した。 
 
（３）生物多様性の価値形成プロセスの解明 
 熟議型貨幣評価により生物多様性の価値
形成プロセスを分析した。熟議では少人数
（５人程度）のグループで奄美群島および知
床国立公園の生物多様性保全をテーマに意
見交換を行った。そして、熟議の前後に選択
実験により生物多様性の価値をそれぞれ評
価し、熟議がその変化に与える影響を分析し
た。 
 
（４）熟議型貨幣評価と従来型貨幣評価の統
合化 
 熟議型貨幣評価は生物多様性の価値形成
プロセスを分析できるが少人数サンプルの
ため母集団を反映できない問題がある。そこ
で、Web 調査により大人数サンプルのアンケ
ート調査を実施し、熟議型貨幣評価の結果を
反映した大規模調査を実施した。これにより、
熟議型貨幣評価とWeb調査を用いた従来型貨
幣評価の結果を統合した新たな評価手法を
開発した。 
 
（５）新たな保全政策の提言 
 本研究で開発された評価手法を用いて奄
美群島および知床国立公園の評価を行うこ
とで、生物多様性の保全を目的とした新たな
保全政策に向けて具体的な提言を行った。 
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